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1.はじめに 

大都市のヒートアイランド現象はそこで働き，生活

する人に大きな影響を及ぼしている．都市部の舗装も

ヒートアイランド現象に寄与する因子として知られて

いる．この原因は，舗装が太陽光線を吸収し，表面温

度が高くなることにある．そこで近年，表面温度を低

下する目的で保水性舗装や遮熱性舗装が開発されてい

る．従来型の密粒や排水性舗装と遮熱性舗装の違いを

定量的に明らかにし，そのモデルを構築する目的で

2002 年 8 月に実験を開始した．初年度は気温，湿度，

風向，風速と舗装内部の温度を熱電対で計測したが，

2003 年 9 月より短波･長波放射の観測を開始した．そ

の結果を報告する． 

 

２．実験概要 

試験体の種類は，自然地盤，密粒度舗装，排水性舗

装，遮熱性舗装（黒色及び灰色）の5つである．各試

験体の断面は，縦5m×横5mで深さ60cmである．隣接

する舗装及び周辺地盤からの伝熱の影響を避けるため，

各舗装の周囲には深さ 15cm の断熱材（発砲スチロー

ル）を設置して断熱した．試験体内部の温度は，熱電

対を配置し計測を行っている．各試験体における熱電

対の配置を図-1に示す．  

気象観測は，温・湿度計，雨量計および風速計を設

置し計測を行っている．試験体内部温度ならびに気象

観測は1分間隔の瞬時値を出力している．さらに、2003

年9月より長短波放射計2台を導入し，密粒上に1台

を固定し，あと1台を他の4箇所の測定点に順次移動

して赤外放射量・日射量の観測を行った． 

 

3.実験結果 

（1）表面温度 

８月の晴天日における舗装表面温度の日変化を図-2

に示す．表面温度は密粒度舗装が62.0℃，排水性舗装

が63.0℃で，ほぼ等しく，遮熱性舗装（黒）は49.4℃，

遮熱性舗装灰）は47.0℃となっている．遮熱性舗装表

面温度は密粒・排水性舗装と比べ約15℃低くなってい

る． 

 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 (2）放射収支量の結果 

長短波放射計は，一台で下向き日射量と赤外放射量

及び，上向き日射量と赤外放射量を計測できる．ここ図-1 各試験体における熱電対の配置

図-2 8月晴天時の表面温度 

8.4表面温度（晴れ）
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には，8月の晴天日に観測された結果を示す．図-3は 

上向きの赤外放射量で，下向き赤外放射の舗装表面で

の反射量と舗装表面から上向きに放射される赤外放射

量の和であるある．舗装表面から放射される赤外放射

量は表面温度が高いほど多くなる．図より密粒度舗装，

排水性舗装に対して，遮熱性舗装（黒）は約 12.0％，

遮熱性舗装（灰）は約20.0％減少していることがわか

る．図-4の上向き日射量は，舗装表面の反射率（アル

ベド）に依存する．アルベドが大きいほど，上向き日

射量は多くなる．各舗装路面で反射される日射量は，

密粒度舗装，排水性舗装に対して，遮熱性舗装（黒）

は約3倍，遮熱性舗装（灰）は約4倍に増加している．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，図-5は，下向きの日射量と赤外放射量から上向

き日射量と赤外放射量を差し引いた放射収支量である．

晴天時の各舗装路面の放射収支量は，密粒度舗装，排

水性舗装に対して，遮熱性舗装（黒）は約25.0％，遮

熱性舗装（灰）は約40.0％減少している． 

 
（3）アルベド 
 上に述べたように上向きの日射量は舗装のアルベ

ドに比例する．図-6に下向きの日射量と上向きの日射
量からアルベド(=上向き日射量/下向き日射量)の変化
を求めた結果を示す．日の出と日没時にアルベドが大

きくなっているのは，太陽光線の入射角が小さいこと

による計測誤差である．各舗装路面からの密粒度舗装，

排水性舗装のアルベドは，遮熱性舗装（黒）は0.1以

下であり，遮熱性舗装（灰）は0.3程度となっている．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．おわりに 
1)密粒・排水性舗装と比べ遮熱性舗装の表面温度は夏
の晴天時には15℃ほど低くなる． 
2)晴天時の放射収支は密粒・排水性舗装のほうが遮熱
性舗装と比べ大きい． 
3)アルベドは，密粒・排水性舗装で 0.1以下であるの
に対し遮熱性舗装では0.3程度である． 
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図-4 晴天時の上向き日射量 
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舗装別放射収支量（晴天時）
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図-5 晴天時の放射収支量 

図‐6（1） 各舗装路面のアルベド（晴天）

舗装別アルベド値（晴れ）

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0:00:00 6:00:00 12:00:00 18:00:00 0:00:00

時間（ｈ）

ア
ル
ベ
ド

密粒

排水性

遮熱黒

遮熱灰

図-3 晴天時の上向き赤外放射量 
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